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１． 目的 

総合型地域スポーツクラブ(以下,総合型クラブ)は,

地域住民が参加して作り上げるスポーツを中心とし

た組織であり,民間のフィットネスクラブとは違い,

公益性のある活動で,地域住民により自主的・主体的

に活動することが求められている. 

 そうした総合型クラブの多くは資金的限界という

問題を抱えている.スポーツ庁による「総合型地域ス

ポーツクラブに関する実態調査結果概要」ではクラ

ブの現在の課題について「クラブ運営を担う人材の

世代交代・後継者確保」(75.8％)に次いで「会費・

参加費など受益者負担による財源確保」(58.1％)が

多かった.また,総合型クラブは地域住民により自主

的・主体的に運営されるスポーツクラブであるが,

自己財源率が91～100％のクラブは33.1％と半数以

下となっている.量的な拡大から質的な充実が求め

られている今,総合型クラブの経営的自立は喫緊の

課題である． 

そこで本研究では,奈良県における総合型クラブ

の現状を明らかにすることと,自立的な運営がなさ

れており、成功事例として位置づけられる奈良県内

の 4 つの総合型クラブの聞き取り調査から,その運

営方法の特徴を明らかにし,今後の総合型クラブの

自主運営に向けた課題解決のための示唆を得る. 

 

２． 研究方法 

研究 1 プロダクト・ライフサイクル(PLC) 

 研究 1 では,高松ら(2013)で用いられた 6 段階の

PLC(準備期,導入期,成長期,成熟期,飽和期,衰退期)

を用いて,設立数,活動状況のデータから現在の PLC

の段階を特定する. 

 

研究 2：制度的プロセスに対する戦略反応  

研究2では,Oliver(1991)の戦略的反応を用いて考

察する．戦略的反応は黙従,妥協,回避,抵抗,操作の 5

つに類型されている.戦略的反応が進むにつれて主

体的な行動が増え,社会に対する正当性を高めてい

く.本研究では,4 つの総合型クラブの自立的な運営

に対する制度的プレッシャーにおいて,どの戦略的

反応を用いて活動をしているのか考察し,今後の自

立的な運営方法について明らかにする. 

３． 結果および考察 

研究 1 

(1)奈良県の総合型クラブの現状は,PLC 分析から

「成熟期」(参加者数は伸び続けるものの,そのスピ

ードは鈍り始める)であることが分かった. 

(2)成熟期の次の段階である飽和期(停滞)に進まない

ためにも,吉野・東部エリアの設置数の増加と自己財

源の確保の課題解決が必要である. 

 

研究 2 

(1)4つのクラブの戦略的反応は操作戦略が多く使わ

れており,主体的な行動が多いことが分かる.特に影

響力のあるアクターを取り込むことである操作戦略

の「吸収」戦術はすべてのスポーツクラブに用いら

れていることから,アクターとなる行政,学校,企業な

どすべての地域社会と連携やコミュティーの構築が

自主運営に必要不可欠であることが分かった. 

(2)総合型クラブは地域住民により自主的・主体的に

運営されるスポーツクラブであると言われるように,

地域住民だけでなく,行政,学校機関,企業などの地域

社会とともに作り上げていくことが自立的な運営の

ための成功要因となっているのではないかと考え

る. 
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